




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　平成 16年 11月の締結以来、平成 25年 3月までの間に、警察から学校に 452件、学校から警察に 605件の情
報提供が行われている。学校から情報が提供された場合、少年相談࣭保護センターと警察署で、生徒࣭保護者
の指導、支援に当たっている。
③　横浜市教育委員会では、締結に当たり、同市の個人情報保護審議会の承認を得ている。
　＊協定本文はもとより、両者の運用通達等もウェブサイトで公開されている。
（関係機関の独自の取組）
①　横浜市教育委員会では、小学校に児童支援専任教諭を配置している。
②　神奈川県警察では、専門職の少年相談員（26人）が少年相談࣭保護センターの中核となっている。
③　横浜市の児童相談所は、福祉の専門職で構成されている。中央児童相談所の一時保護所に自立支援部門を設置
し、就労࣭就学支援、施設の後方支援（施設で問題を起こした少年の一時預かり）、家族再統合支援を行ってい
る。
北九州市における関係機関の連携
①　北九州市の子ども総合センター（児童相談所）と同一のフロアに、福岡県警察の北九州少年サポートセンター
と北九州市教育委員会の少年サポートチームが同居している。
②　子ども総合センターには、非行児童に専門に対応する組織として、非行ライン（校長職を長とし、教員、元教
員と元警察官で構成）が設置されている。
③　北九州少年サポートセンターには、教育委員会の指導主事が派遣され、少年補導職員及び警察官とともに、立
ち直り支援等に当たっている。
　＊北九州少年サポートセンターにおける少年補導職員による立ち直り支援や講演活動については、安永智美『言
葉ひとつで子供は変わる！』（PHP研究所、平成 23年）参照。
　＊福岡家庭裁判所における調査官等を対象とした研修に、北九州少年サポートセンター職員が派遣され、サポー
トセンター等の活動について説明している。
④　北九州市では、日本ガーディアン࣭エンジェルス北九州支部が、「セイフティ࣭センター魚町」を設置、17時
から深夜 3時まで、悩み相談を受けるなどの活動を行っている。北九州市では、子どもの「夜の居場所」とし
て位置付ける予定。
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田村⿉先ほどお話がありました個人情報保護との関係で、これは地域によって当然違いがあるだろうとは思うのですけれ
ども、それぞれの条例の違い等もあって、特に一部の市では、大変個人情報提供について厳しい制限があるようなと
ころもあります。そういった場合の対応の 1つの例として、横浜市と神奈川県警察との連携についてのものを書いて
おきました。幸い、今日、神奈川県警察の少年相談࣭保護センターの所長さんが来ておられますので、この学校との
協定の話、それから小学校側の対応の変化についてもひとことコメントをいただければと思います。
　　　阿部さん、お願いします。
阿部⿉神奈県警察少年相談࣭保護センターの阿部でございます。本日はありがとうございます。
　　　今、田村先生からご紹介いただきましたように、神奈川側県警察では、横浜市をはじめとする多くの市の教育委員
会と学校࣭警察連携制度の協定を締結しています。私たちは「連絡票」と呼んでいますが、これは、子どもさんの健
全育成のために情報をやり取りしますよというもので、それは捜査には絶対使わないということと、学校のほうで不
利益処分しないということでやるものなのですが、学校からは、保護者の了承を得なくとも、保護者に、学校は警察
と連携してお子さんのことを見ますよということを通知して、連絡票を出しています。ここのところ横浜市から受け
る連絡票の数が増えてきているという実情があります。例えば、ある学校で、グループで、集団で授業を離脱してし
まう、たばこを吸う、校内ふらふらしているというようなケースがあったときに、うちのほうで学校訪問して声をか
けていくなかで、連絡票を使いましょうということで、学校から警察署に連絡票を出していただいて、その生徒さん
たちへの指導、支援を、警察署とセンターが連携してやっているケースなどが出てきました。
　　　小学校側の変化として、横浜市が小学校に児童支援専任の先生を配置しています。来年度平成 26年度で全校配置に
なると思うのですけれども。この先生方が子どもたちの様子を見て、課題を抱えている児童さんを把握しますと、学
校内でまず指導体制をとるのですけれども、警察署との連携も考慮に入れましょうということで連絡票を活用してい
る例が増えてまいりました。以上です。ありがとうございました。
田村⿉どうもありがとうございました。
横浜市の児童相談所から
田村⿉実務家で発言をしていただいているのは、警察関係の方のほかは、ユース࣭アシストも含めて、もともとは学校の
先生だったという方が多いわけですが、ある意味、中心になって活動していただく大変大きなもう 1つの機関として
児童相談所もあると思うのです。横浜つながりで、横浜の児童相談所長がお 2人来ておられますから、どちらかにお
願いしたいのですが、よろしいでしょうか。先ほど大橋課長のお話で、それぞれみんな頑張っているんだと、足りな
いのは連携の仕組みとか、あり方のほうが、より大事でないかというお話もございました。ただ、それぞれの機関自
身も頑張る必要もあるだろうと思いますし、両方含めて何かありましたら、どうかよろしくお願いいたします。
岡⿉横浜北部児童相談所の岡と申します。神奈川県の場合、学校と警察の連携というのは、コーディネーター資料にもあ
りましたように大変進んでおりますし、それから、学校では、中学校は生徒指導専任を全校配置をしていますが、小
学校でも児童支援専任を置くという取組を横浜市はしておりまして、来年度で全校配置になります。専任は、担任を
持たず授業軽減して、ある程度指導に専念するという立場です。そのなかで、児童相談所の立場ですが、神奈川県で
は、学校警察連絡協議会というのが、全県規模と、18ある区ごとにありますが、児童相談所も参加をさせていただい
て、そのなかで情報交換等をしたりするようになりました。今年度からは、児童相談所もその連絡会の正式メンバー
に入っていくということで取組を進めています。
田村⿉ありがとうございました。
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北九州の経験から⿉機動力と「大切に思っている」ことを伝える予防教育
田村⿉先ほど藤木さんのお話のなかから、いろいろな対応をしなければいけないという中で、子どものために寄り添って
行く場合は、現場では軋轢も多いというお話がございました。
　　　コーディネーター資料に、北九州の事例もつけておいたのですが、今日は北九州からも来ておられますけれども、現
場の人間の 1人として、いろいろなお話を聞いてどういうことを感じられたのか、あるいは、自分たちでこんなこと
をやっているのだけれども、それもこれに適切ではないかと、そのような趣旨のことがあれば何かお話をして下さい。
安永⿉はい、失礼いたします。福岡県警少年サポートセンターの安永と申します。私の著書までこのレジュメの中で紹介
していただいてありがとうございます。
　　　藤木先生に非常に共感いたしました。当県の少年サポートセンター、「サポセン」は、非行少年立ち直り支援に特化
したところです。私は、非行児の対応についてまず必要なのは、―藤木先生がここに書いている―出向くこと、私
たち流で言うと、機動力だと思っています。せっかく差し伸べてもらえている大人の手を、まず拒否から始まるとい
うのは当然のことだと私たちは捉えています。拒否せずに、すぐにすんなり大人の手を受け取れる子はいろいろな受
け皿があると思うのですけれども、私たちはあえて、拒否してしまう子をいかに相談のテーブルにつなぐかと、それ
を誰がやるのかというところを担っていきたいと思っています。藤木先生のお答えに、私たちが重なるような思いで
聞いておりました。
　　　この機会に、ぜひ皆さんに 1つお伝えしたいと思ったのは、今日ここに来てくださっている方というのは、いろい
ろな施策を決められるようなお立場にいらっしゃる方だと思うのですが、非行防止教室についてです。サポセンの活
動で、今すごく重要視しているのは、もちろん立ち直り支援もですけれども、これからは予防の時代だと思っていま
す。予防活動の最たるものが予防教育であると。この予防教育がすごく広がっているというのはうれしいのですけれ
ども、内容の問題だと思うのですね。
　　　はっきり言って、非行少年に聞いて、今まで何十回と受けてきた、「駄目駄目」というだけのもの、知識を伝えるだ
けのものとか、脅かし教育は、まず覚えていません。普通の子でさえ覚えていません。だから私は、記憶に残るとい
うよりも心に残る、まさにあのDJポリスのような、まったく私、あの方の映像を見ていて、私たちの講演と一緒だな
と思ったのですね。厳しい顔で、乱暴な厳しい口調で言うなんていうのはまったく心に残らないのです。あなたのこ
とを大切に思っているよと、いかに琴線に触れるような。特に非行児には脅かし教育はまったく通用しないと思って
いますので、ぜひ非行防止教室の内容、質的なものを考えて施策に生かしていただけたらと思っています。
田村⿉ありがとうございました。
　　　渥美所長のお話の中に出てきますけれども、脅す教育というのはあまり効果がなかったというようなことがありま
した。それについてコメントしていただけませんでしょうか。
渥美⿉子どもはみんな同じですね。脅かしたり、「もう 1回やったら、おまえ、駄目になるよ」なんて言ったら駄目ですよ
ね。やはり、その人、それ自体持っている力をどうやって引き出すかということが一番重要です。
一般の人が入ることの必要性
渥美⿉それからもう 1つ申し上げたいのは、こういうときに連携プレーのMST（マルティ࣭システミック࣭セラピー）の
なかに、―今度日本の裁判でも、ジュリーに似たような、裁判員制度が入りましたけれども― 一般の人を入れる
ことなのですね。応募者を選んで、そのなかで資格等々調べて、必ずある問題のところに人を入れていく。その人は
24時間、365日全部対応して、どの時間はやりますからと待っています。こういう人たちが増えてくると、子どもの
成長の問題は自分の問題だと考えるようになります。みんなが自分の問題だと考えられるような仕組みをつくらない
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と、全部よくならないと。
　　　もう 1つ申し上げると、京都にもたくさんあります。こういう仕組みとか、家庭訪問という仕組みは、ほとんど全
部日本のものを彼らが勉強して持って行ったのです。そのこともよく考えて、日本にこれだけいいものがあるのだと。
それをわれわれは生かすのにどうしたらいいだろうかということを考えていくべきだと思います。脅すのは駄目だと
いうことは、おっしゃるとおり、ほとんど駄目だそうです。
田村⿉ありがとうございました。これまで、どちらかというと実務家の方の、あるいは実務家に対する質問が中心になっ
てきました。研究の世界と実務との協働というのがこの研究所の基本ですので、実務だけというのもいかがなものか
と思いましたので、当研究所の増井准教授に、理論的な立場を踏まえたご質問があればお願いいたします。
リソースと住民からの支援࣭支持の必要性
増井⿉非常に多くのことを皆さまからご教示いただきましたけれども、具体的な支援プログラムを実際にその子どもの近
くにいるところから行っていくというときに、非常に大きなエネルギーというものが必要になってくると思います。
それを継続して続けていくというときには、恐らく財政的なリソース、また人的なリソース、そして民主的な正統性
と言いますか、住民からの支援、支持といったものも不可欠になってくるのではないだろうかと思いますけれども、そ
の点でどのような工夫、またそういう点を意識して広げていくということを考えておられるかという点を 1点お聞き
できたらと思います。
田村⿉先ほどリソースをどう増やすべきかというのがございましたけれども、なかなか、答えやすそうな人はあまりいな
いのですが。
　　　藤木さん、何かありましたらどうぞ。
藤木⿉ちょっとだけ先ほど触れましたが、基本プログラムで僕らがかかわっていくことの量と時間の多さというのは、時
間がたてばたつほどたまってくるわけで、ある程度アセスメントできて、ケース会議で支援チームが形成されたら、そ
こにお願いしつつ、その方にもまたそばにいてもらう。それでいて僕もまだついていく、と。こういうときの、そば
にいてもらう方を、―先ほどちょっと言いましたが―今うちのチームでは、退職された先生方、教育の専門家に
お願いしていくということがかなり大きな意味を持つと思っています。
　　　その先生方が、実は 4つほどの地域で会をつくっていただいています。うちのチームの、支援団体として活動して
いただいて、少年の学習支援にも入ってもらっているのですが、同時にその支援団体が、地域での少年のそういう問
題をみんなで話し合おうという教育講演と、親と教師、地域のしゃべり場を、京都府の地域力再生プロジェクト支援
事業交付金をいただいてやっています。市町の後援をいただいたおかげで、前回、「発達障害と教育と子育て」という
演題で 100名の方がお集まりになりました。こういう学習と具体的な支援を結びつけながら、ぜひ、参加していただ
ける方を、教師だけではなくて地域の方にもということを目指しながらやろうとしています。1つの例です。
田村⿉民間のボランティア団体の人が講演をしつつ、またさらにその輪を広げていくというお話かなと思います。
　　　大橋さん、いかがでしょうか。こういうさまざまなリソースをどう増やし、そしてまた、民主的正統性をどう確保
するかという話ですが、どちらか片方だけでもいいです。
大橋⿉非行に走っている子どもたちにかかわる人たちですけれども、京都市の場合も、今お話があったように、やはり
NPOの方とか学生の皆さんとか、最初に私もお話ししたように、私たちのように行政機関とか、仕事としてやってい
る人以外に、地域にも山ほど人材がおられるのです。それがそれぞれ活動しておられるのですけれども、それがうま
いこと融合するようにしなければいけないと思っています。
　　　私も現場のときに経験があるのですが、生徒が地域で迷惑行為をした時です。地域の自治連の会長さんに、私が「す
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んません、うちの生徒が迷惑をかけまして」と言うと、「いやいや、うちの子が迷惑をかけてごめんなさいね。」、とそ
の会長さんがそう言われるのですよ。「うちの子が࣭࣭」と。すごいなあと思いました。BBSさんも含めて、非行に
走っている子ども達に関わっていただいている学生の皆さんも、あるいは私の所でお世話になっている「学びのパー
トナー」というのですが、不登校の子どもに関わっていただいている学生ボランティアの方もですけれども、ほぼ無
償で関わっていただいています。その関わっていただいているすべての人の活動がうまく機能するようなことをやっ
ていかなければならないと思います。だから色々なところで１人の子どもに多くのチームがたくさん関わっているの
ですけれども、ばらばらではなくて、それぞれが融合していって、ユース࣭アシストさんもその中に入れるような仕
組みとか、消防さんも入れるような仕組みとか、自治連の会長さんもとか学生もとか、委員会も、情報を共有し、色々
な形で関わりができるようになることがいいのではないかと思っています。
田村⿉ありがとうございました。
　　　渥美所長、先ほどおっしゃったことがほぼ今の質問に対する答えなのでしょうか。
渥美⿉MST（マルティ࣭システミック࣭セラピー）ってまさにそれなのです。事前のアセスと最後のエバリュエーション、
両方ともかかわっている連中がみんないて、うまくいっている、いっていない、というのは決まるので。あるところ
が全部仕切って、始めて、評価したら、いいか悪いか本当は分からない。だから、周りのたくさんの人が加わってき
てやったら、そして一体化して自分の問題として扱えば、事前の評価も事後評価も、非常に客観的なものになるし、そ
の地域の人々みんなが責任を持つようになる。それが先ほど申し上げましたあのMSTという発想です。今おっしゃら
れたとおりです。それをどうやって、京都にもあるでしょうから、仕組みをつくっていくか。それを一生懸命考えさ
せていただきたいと思います。
田村⿉もう大体当初の予定にきたようですが、最後にお 1人ずつ、これだけは言っておきたいということがございました
ら。大橋さん、お願いします。
見本となる大人
大橋⿉府警のビデオの中で、警察署で最後に非行少年が涙したという話ありますよね。人は変わるのです。私がいつも、最
近よくお話しするのは、カリスマティックアダルトということです。要するに見本となるような大人、関わってもらっ
た時に「その人のような大人になりたいな」という大人のことです。関わって、関わって、関わり続けていくのです
けれど、ずうっと続いていくのは駄目なのです。どこかで別れがあると、人は変わるのです。
　　　私が中学校でずっと教師を続けられるのは、3年間苦労しても、最後に「先生、ありがとう」という言葉を子どもが
言うから頑張れるというのがあるのです。このように別れの場面をうまく、それも仕組みとして創る。やはりどこか
で、そういう限りがあるということがあれば、人は変わるのではないかと思っています。
田村⿉ありがとうございます。藤木さんいかがでしょう。ひとこと。
子どもに近いところにいる人間の抱える軋轢
藤木⿉一番言いたかったのは、近いところにいる人間の抱える軋轢問題です。この問題を乗り越えて頑張ってみた結果、こ
うなったああなった、何が正しかったか、こういう教訓を、どれぐらい広汎な方々と共有していくか、そしてまずう
ちのチームがそのことをきちっと整理して今後の方向性をつくっていくか。まさに1年2カ月しかまだたっていないな
かで、これからの仕事です。ぜひいろいろ教えていただきながら進めたいと思います。
田村⿉ありがとうございました。櫻井さん、何か最後にひとこと。
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枠組みの必要性
櫻井⿉私自身は個別の子どもの立ち直りにかかわったことはありませんので、ほかのお二方と比べてあまり皆さんの心に
届くようなことは申し上げられないかもしれないのですけれども、先ほどお話をしたような立場、―今は国の人間
なのですが―自治体の人間のような顔をして話をさせていただくと、いったん非行化して、不処分なり審判不開始
になった少年について、継続的に見ていくということの根拠と言いますか、どこが責任を負うのか―責任があるか
らやるわけではないのかもしれませんが―やはりそれの元になるものが今のところはっきりしていないのかなと思
います。
　　　警察、それからもちろん学校に属していれば学校の先生というのは、まさに自分のこととして、見捨てられないと
して見ていかれるのだと思いますけれども、例えば高校に進学しなかった、中退をしたというような、どこにも属し
ていない子どもについて、誰がどうやって長く見ていくのかというのがないのかなと。
　　　更生保護については、―先ほど申し上げたように―国の仕事を民間が手伝い、地方は必要な協力ができるとい
う規定が法律にできたなかで、どこまで自治体が関わることができるのかというところが判然としない部分が、今の
ところまだあると思います。子ども若者育成支援法というのがありますけれども、あれは、生きづらさを抱えている
とか、問題、困難を抱えた子どもたちに対してマルチのかかわりをつくろうという理念までは示されているのですが、
時代的に、どちらかというと、引きこもりの方とか発達障害とか児童虐待の方とかにスポットが当たっていて、あの
法律によって、非行少年についてマルチのかかわりを作ろうというのが国と地方自治体の共通の課題となった、とい
うところまでは行っていないのではないかと思います。
　　　結論は何かというと、―ちょっとなかなか難しいのですけれども―ある程度、役人としてなり、研究の端っこ
の端っこにいる立場からいくと、そういった意味で、この非行少年立ち直りなり非行防止というものに関して、もう
少し枠組みというか、根本みたいなものができるということも必要なのかなと思います。
田村⿉はい、ありがとうございました。安田本部長いかがでございましょうか。
現場の努力への感謝と研究への期待
安田⿉先ほど西京署の事例などをご紹介申し上げたのですけれども、京都府警には 7,100人からの職員がおりますが、かと
いってべつにリソースは余っているわけではないのです。西京警察署も、署員 216人という比較的大きな規模の警察
署ですけれども、生活安全課員はわずか 13人です。日曜日に野球をやったら総動員ですね。しかし、それでも当時の
生活安全課長は、この非行グループを何とかせないかんということで、自ら考え出して、子どもらに「野球やってみ
いひんか」と声をかけた結果としてこういう取組と成果が生まれてきたわけです。やはり幹部の強力なリーダーシッ
プがない限りは、こういうことは警察でもなかなか簡単にはできないということは事実としてご理解をいただければ
と思います。
　　　また、スクールサポーターの皆さんも、決して恵まれた環境ではありませんが、少年とかかわっていく中で、1人で
もそれによって立ち直ってくれたりすることに、ものすごくやりがいを持ってやってもらっていて、むしろ現役時代
よりいきいきしている人がけっこういらっしゃいます。
　　　そういったことで、ボランティアの方々を含め本当にやりがいを持ってやっていただいていることには頭が下がる
思いを私はしております。本当に現場で頑張っておられる皆さんに感謝を申し上げたいと思っています。
　　　それと同時に、今回、多機関連携の重要性を誰もが言いました。言いましたけれども、言わなければならないとい
うことは、それを妨げているものが何かあるはずですので、そのことについてはぜひ京都産業大学社会安全࣭警察学
研究所で、しっかりとした実務を踏まえた研究成果を出していただければありがたいなと思います。以上です。
パネルディスカッション84
田村⿉渥美所長は、ありますでしょうか何か。
もう一回問題を社会に取り戻す
渥美⿉ご指摘ありがとうございました。そのつもりで頑張ります。
　　　子どもは社会の宝だ。何かこれは日本古来の俚諺でございます。本当にみんなそう思っているのかと。特に今の人
は。私が旧満州から日本に引き揚げてきたころには、本当に子どもは社会の宝だと思って扱っていらっしゃいました。
ところが、私は今感じますと、日本人は本当に子どもを社会の宝だと考えているのだろうか。それはどうしてそうなっ
たのだろうと。それぞれの専門分野が子どもを取ってしまっているのではないか。なぜ、地域の人々に、もっと活躍
してくれる場所、自分の問題として考えるような機会を与えてくれないのだろうかと、それを痛感します。もう一回
問題を普通の社会に取り戻す。そのために今おっしゃられた答えがどこかから見つかるのではないかと思っております。
　　　京都は特に、町衆の伝統をお持ちになったときはそうです。そういうことを考えてみると、われわれは何かを捨て
てきたように思います。工業化すると同時に、どんどんどんどん専門分化されていって、普通に生きている人の気持
ちを生かしていない。それが、先ほど言われたリソースというか、ソーシャル࣭キャピタルなので、それを生かすこ
とを考えて、各役所やNPOがあるのだということをもう一回考えることができるような仕事をしたいと思います。
田村⿉今の渥美所長の発言は、当研究所としての決意表明でもありますので、努力をしなければいけないと思っています。
　　　仲間づくりと居場所づくりという言葉もございました。さまざまな関係づくり、人と人、機関と機関を結びつける
ことが大変大事ではないかと思います。この建物は「むすびわざ館」と申しますので、ぜひ結びつけを、これを機会
に、より強めたいと思っています。
　　　これをもちましてシンポジウムを終わりたいと思います。皆さまご協力、どうもありがとうございました。
